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からなっており，第 1章では研究の背景が，第 2章では実験技術の詳細が述べられている。第 3章では最初
の主題である 1次元微小ジョセフソン接合列における超伝導－絶縁体（S-I）転移の研究がまとめられてい

































テーマでは 1次元接合列の S -Ⅰ転移を確認した。特に散逸による転移の確認ははじめてであり，この成果は
既に Physical Review Letters誌他において発表済みである。第 2のテーマでは原子ポイントコンタクトとト
ンネル接合からなる非対称 DC-SQUIDを用いるという秀逸なアイデアによりはじめて電流－位相特性と透
過率の間の関係を定量的に議論した。理論との不一致の原因がどこにあるのかは今後の研究に待たなければ
ならないが，原子ポイントコンタクトに関する基本的な実験として高く評価できる。第 3のテーマである
SQUIDラチェットは第 2テーマの副産物であり，まだその結果を十分検討するには至っていないが，量子
ラチェットやカオス現象研究への新しい展開の可能性を秘めており十分評価できる萌芽的な研究である。以
上，本論文が有する意義は大変深く今後のジョセフソン接合系及び関連の研究の発展に対する寄与は大きい
と判断される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
